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⾏動喚起 
Nuclear for Climateは、世界の温室効果ガス排出量を緊急に
削減し、ネット・ゼロ⽬標を達成するために、政策⽴案者

に対し、断固とした、根拠に基づいた⾏動をとるよう求め

ます。私たちは、これらの野⼼的な⽬標を効果的かつ効率

的に達成するために、重要なクリーンエネルギー源として

原⼦⼒を⽀援することの重要性を強調します。

原⼦⼒は1971年以来、63ギガトン以上の⼆酸化炭素の排出を回避してきた。
国際エネルギー機関（IEA）は、純炭素排出ゼロの⽬標を達成するためには、2050年
までに原⼦⼒発電容量を倍増させる必要があると予測している。

30近くの国が、国別貢献⽬標や⻑期戦略の中で、原⼦⼒による緩和の可能性を認め
ている。

原⼦⼒のライフサイクル排出量の中央値は5.1g/kWhであり、太陽光や⾵⼒よりも低
い。

原⼦⼒エネルギーは最も⼟地効率の⾼いエネルギー源であり、他のどの発電設備よ

りも必要とするスペースが⼤幅に少ない。

フランスのように、多くの国が原⼦⼒エネルギーを電⼒網に組み込むことに成功

し、クリーンで安価な電⼒を供給している。

原⼦⼒エネルギーは、医療、⻝糧安全保障、清潔な⽔へのアクセス、産業、経済成

⻑など、国連の持続可能な開発⽬標を推進する役割を担っている。

原⼦⼒製品、サービス、燃料の世界市場は、今後10年間で5,000億ドルから7,400億
ドルの価値があると推定され、経済発展と雇⽤創出に寄与する。

要旨



原⼦⼒エネルギーは、脱炭素戦略を⽀える

信頼できる電⼒源を提供し、⾵⼒や太陽光

のような変動する低炭素エネルギー源の統

合を可能にする。原⼦⼒エネルギーは、⽔

⼒エネルギーに次いで世界第2位のクリー
ンエネルギー源である（世界原⼦⼒協会,
2023）。

IEA（International Energy Agency：国際エ
ネルギー機関）は、2050年までに脱炭素
化・CO2排出ネットゼロを達成するために
は、原⼦⼒発電容量を現在の413GWから
2050年までに812GWに倍増させる必要が
あると予測している（IEA, 2022）。これ
を達成するためには、2030年代に年間原
⼦⼒発電容量を27GWまで増加させる必要
がある（IEA, 2022）。

現在、国連気候変動枠組条約締約国は196
カ国である。これらの締約国は、温室効果

ガス排出削減に向けた実⾏可能な計画の実

施を公約している。

グローバル・ストックテ
イクにおける原⼦⼒
すでに400基を超える原⼦炉が運転中であり、50基以上が
建設中であることから、化⽯燃料に由来するはずだった
1971年以降の63ギガトン以上の⼆酸化炭素の放出を防ぐ
ことで、原⼦⼒エネルギーは気候緩和の取り組みにおいて
重要な役割を果たしている（国際原⼦⼒機関, 2023）（国
際エネルギー機関, 2019）。
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2020年時点のライフサイクルにおける温室効果ガスの排出範囲
（g-CO2 eq./kWh） (国際連合欧州経済委員会, 2022)
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NDC（Nationally Determined
Contribution: 国別拠出⾦）およびLTS
（Long-term Strategy: ⻑期戦略）に基づ
き、現在、約 30 の締約国が原⼦⼒による
緩和の⼤きな可能性を利⽤している（国

連, 2023）。これには、最新のNDCで原⼦
⼒の重要な役割を認識した14の締約国
と、LTSに原⼦⼒を盛り込んだ約20の締約
国が含まれる（United Nations, 2023）。
NDCとLTS以外にも、関⼼を表明している
国から現在最初の発電所を建設している国

まで、さらに50の締約国が原⼦⼒を推し
進めている（国連, 2023）。

グローバルストックテイク2023の主な特
徴:

国家公約と戦略における原⼦⼒, 2022年 (International Atomic Energy Agency, 2023)

IEA（2023年）によると、世界のクリ
ーン電⼒投資のうち、原⼦⼒はわずか

11%に過ぎない。
2028年の次回のグローバル・ストック
テイクでは、NDC⽬標を達成しようと
する多くの国々のエネルギーミックス

の⼀部として、より多くの原⼦⼒エネ

ルギーが報告されると予想される。

2050年までに正味の炭素排出ゼロを達
成するために、再⽣可能エネルギーと

原⼦⼒でもって、化⽯燃料使⽤のほと

んどを置き換える必要があること、ま

た、原⼦⼒発電の能⼒を倍増させる必

要があることをIEAは報告している
(2022)。
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原⼦⼒は⼿ごろなク
リーンエネルギー源

クリーンなベースロードエ

ネルギーを供給することに

より、エネルギー安全保障

を提供する。

原⼦⼒発電所の初期資本コ

ストや建設コストは⾼いと

考えられているが、発電所

が数⼗年間稼働するにつれ

て、発電量あたりのコスト

は減少する。典型的な建設

遅延によるコスト超過は、

主に⽶国と欧州において、

原⼦⼒プロ ジェクトの主
要なコスト要因として認識

されている（Eash-Gates,
2020）。しかし、韓国の
ような国々は、国内でもア

ラブ⾸⻑国連邦（UAE）で
も、より効率的かつ低コス

トで原⼦炉を建設すること

市場割引率7%での発電コスト（US$2013/MW-h）. 棒グラフは低い⾒積もり、
中央値、⾼い⾒積もり (International Atomic Energy Agency, 2017) 

国連欧州経済委員会によると、原⼦⼒のライフサイクル排出量の中央値は1キロワット時当たり
5.1gで、⾵⼒（7.8g）に匹敵し、太陽光（23g）よりも低い（国連欧州経済委員会、2022年）。
これにより、⼤気汚染に関連する200万⼈の死亡を回避することができた（Kharecha, 2013）。

原⼦⼒エネルギーのもう⼀つの利点は、他のエネルギー源に⽐べて占有⾯積が著しく⼩さいた

め、エネルギー密度が⾼いことである。最も⼟地効率の⾼いエネルギー源であり、1MWhあた
りの必要な⼟地⾯積は、太陽光発電所の27倍、陸上⾵⼒発電所の330分の1である（Ritchie,
2022）。再⽣可能エネルギーの可能性が限られている国では、原⼦⼒は、最⼩限の⼟地⾯積で
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必要なライフサイクル⼟地占有率（m-年/MW・h）2

に成功している（世界原⼦⼒協会,
2023）。

SMR（Small modular reactor：⼩型モジュ
ール炉）には、いくつかの点で原⼦⼒の経

済性を改善する可能性がある。SMRはサイ
ズが⼩さく、⼯場で製造してから現地に輸

送できるため、建設コストが削減できる

（Murakami, 2022）。このアプローチ
は、標準化された⽣産と合理化された製造

⼯程を可能にし、規模の経済をもたらす

（Murakami, 2022）。

多くの国が、原⼦⼒エネルギーを国家送電

網に統合し、クリーンで安価な電⼒を供給

することに成功している。例えば、フラン

スは原⼦⼒エネルギーに⼤きく依存してお

り、電⼒の70％以上が原⼦⼒によるもの
である（IEA, 2021）。原⼦⼒のおかげ
で、フランスは先進国の中で国⺠1⼈当た
りの排出量が最も少ない国となっている

（IEA, 2021）。フランスの電気料⾦は、
EUで最も⾼い電気料⾦にもかかわらず、
EUの平均を下回っている（IEA, 2021）。
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⽔供給と農業におけ
る原⼦⼒
原⼦⼒による海⽔淡⽔化は、淡⽔資源が限られている地域の⽔不⾜

に対する潜在的な解決策となる（Shatilla，2020）。逆浸透や多段
フラッシュ蒸留などの海⽔淡⽔化プロセスでは、原⼦⼒エネルギー

を熱源として利⽤し、海⽔から塩分や不純物を分離する。この⽅法

は、持続可能な清浄⽔源を提供し、従来の淡⽔源への負担を軽減す

ることで、⽔供給の安全保障を促進する。ブラジル、中国、スペイ

ン、アラブ⾸⻑国連邦で採⽤されている。

さらに、原⼦⼒技術は⽔資源管理にも⼀役

買っている。同位体トレーサーや核を利⽤

したセンサーは、地下⽔の埋蔵量や⽔⽂シ

ステムにおける⽔の動きを正確に評価する

（Vystavna，2022）。この情報は、⽔の
安全保障に不可⽋な⽔配分や保全計画への

情報提供に役⽴つ。

核由来のSIT（sterile insect technique：無
菌昆⾍法）は、昆⾍害⾍を対象とした、環

境に優しい害⾍管理⽅法である。化学殺⾍

剤には広範囲に及ぶ効果があり、例えば花

粉媒介者や天敵などの⾮標的⽣物を意図せ

ず殺してしまう（国際原⼦⼒機関，⽇付不

明）。SITの場合、化学殺⾍剤とは異な
り、昆⾍がSITに耐性を持つことはなく、
この技術は⼈体に有害な化学物質を使⽤し

ない（国際原⼦⼒機関，⽇付不明）。

最後に、⻝品に制御された放射線量を照射

することで、有害な微⽣物を除去し、⻝中

毒のリスクを低減することができる。⻝品

照射として知られるこのプロセスは、公衆

衛⽣を促進するだけでなく、各国の衛⽣要

件を満たすことで国際貿易を促進する。気

候変動に直⾯する中、⻝品照射は賞味期限

を延ばし、⻝品廃棄物を減らし、⽔、エネ

ルギー、⼟地資源を節約する（国際原⼦⼒

機関，2015）。さらに、このプロセスは
栄養価、味、⻝感を⼤きく変えることはな

い（国際原⼦⼒機関，2015）。
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核医学は放射性核種を使⽤することで、が

ん、⼼臓病、神経疾患など様々な病状を診

断・治療している（IAEA，2017）。毎
年、世界中で4,000万件以上の核医学処置
が安全に実施されている（IAEA，
2017）。これらの⼿技には画像診断技術
が含まれ、放射性トレーサーと呼ばれる少

量の放射性物質を⽤いて診断し、特定の臓

器の機能性に関する情報を提供する。

医療における原⼦⼒

核医学のもう⼀つの種類は放射線療法で、

乳がん、前⽴腺がん、肺がんなど様々な種

類のがんを治療するために⾼エネルギーの

放射線を使⽤する治療技術である。がん細

胞を死滅させる⾼エネルギー放射線の発⽣

には放射性同位元素が使⽤される（Mayo
Clinic，2023）。これらの核医学はすべ
て、⽣活の質と寿命の改善に役⽴ってい

る。

産業における原⼦⼒

⾃動⾞製造、鉄鋼⽣産、電⼦機器製造、消

費財⽣産などの産業は、重機械、産業機

器、組⽴ラインの円滑な稼働を確保するた

め、安定した電⼒供給に依存している。原

⼦⼒発電所は信頼性が⾼く、24時間365⽇
稼働可能で、天候の変動にも強い。

電⼒以外にも、放射性同位元素は様々な産

業⽤途に使⽤されており、コバルト60や
セシウム137は材料の⾮破壊検査に使⽤さ
れている。同位体はまた、物質の密度、厚

さ、含⽔率を測定する核計にも使⽤されて

いる。これらは、建築材料の品質と完全性

を保証するために、建築、⼟⽊、鉱業で広

く使⽤されている。

原⼦⼒発電所（SMRを含む）は、プロセス
熱を利⽤した電気以外の⽤途にも利⽤でき

る（国際原⼦⼒機関，2021）。⼀部の原
⼦炉は⽔素の⽣産もサポートしているた

め、現在⽔素の⼤部分を⽣産しているCO2
排出量の多い化⽯燃料発電所に代わるクリ

ーンな選択肢となる（英国王⽴協会，

2020）。電気と⾮電気⽤途のエネルギー
のコージェネレーションは、プラント全体

の熱効率を改善し、廃熱を減らして経済性

を向上させる。
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原⼦⼒は雇⽤と経済
成⻑を⽣み出す

原⼦⼒産業は、雇⽤創出と経済成⻑に不可

⽋な役割を果たし、短期的・⻑期的な雇⽤

と経済的利益をもたらすことができる

（NICE Future，2022）。調査によると、
原⼦⼒発電所で創出される直接雇⽤の数

は、電⼒1ギガワット当たり400⼈から
1,000⼈の間である。

フランスやアメリカなどの国々では、原⼦

⼒発電所の労働者は再⽣可能エネルギー部

⾨の労働者よりも3分の1多く稼いでい
る。世界原⼦⼒協会の元シニア・アドバイ

ザーであるフィリップ・コステス⽒は、

「⾵⼒発電と同様に、原⼦⼒発電も建設中

は発電所周辺や地域経済に雇⽤をもたらし

ますが、運転中は、原⼦⼒発電だけが地域

経済や地域経済に重要かつ持続可能な雇⽤

をもたらします」と述べている

（Watson，2022）。

国際的な新規原⼦⼒発電所プロジェクトは、

現在、許認可取得と⾼度な計画段階にある。

その結果、今後数年間は、世界の原⼦⼒産業

向けの材料、部品、サービスに対する需要が

急増することになる（⽶国エネルギー省，

2020）。⽶商務省は、原⼦⼒製品、サービ
ス、燃料の世界市場を、今後10年間で5,000
億〜7,400億ドルと⾒積もっている（⽶国エ
ネルギー省，2020）。

韓国は、原⼦⼒産業の成⻑と経済発展の相関

関係を⽰す代表的な例である。韓国の原⼦⼒

部⾨への投資は、エンジニアリング、製造、

建設における進歩に拍⾞をかけ、原⼦⼒産業

に利益をもたらし、輸送や物流などの部⾨に

もプラスの波及効果をもたらした。さらに、

原⼦⼒産業の成⻑は強固な国内サプライ・チ

ェーンの構築を刺激し、鉄鋼メーカーから電

気機器プロバイダーに⾄るまで、さまざまな

専⾨サプライヤーの出現を促した。

原⼦⼒計画による国全体の雇⽤創出 (NICE Future，2022)
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Nuclear for Climate

原⼦⼒は重要なクリ

ーンエネルギー源で

ある。

N4Cについて
Nuclear for Climate はパリでのCOP21開催
後、2015年に共同設⽴されたイニシアチ
ブである。世界各地から150を超える団
体、専⾨家、科学者、熱意あるボランティ

アが集まり、政策⽴案者や⼀般市⺠に対し

て原⼦⼒について教育する機会を与え、エ

ネルギー転換や気候変動緩和のためのカー

ボンフリーエネルギーとしての解決策の⼀

つとして役⽴つ場合に原⼦⼒の利⽤を奨励

することを⽬的としている。


